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０　第三稿の問題の所在

　本連続稿の目的は，小学校の教育現場で実際になさ
れている社会科授業構成に関する研究の代表的なもの
を取り上げ，社会科授業構成に関する研究にはどのよ
うなものがあるかを解明し，小学校教育現場における
社会科授業づくりの類型を示し，現場からの社会科授
業改革の現状を明らかにすることである。
　教育現場における学校を挙げての社会科授業開発や
研究が研究対象として取り上げられることが少なく，
現実の学校における社会科授業開発や研究は十分に捉
えられているとはいえない。本研究は，このような状
況は問題であり，教育現場において，とりわけ，学校
全体で取り組んでいる社会科授業づくりに焦点をあ

て，その新しい展開を紹介するとともに，その意義付
けを行うことを目指している。
　そこで，現在，小学校における社会科授業構成とし
て現実になされているものを見いだし，可能なものを
明確にし，それぞれの到達点と課題を究明するととも
に，相互の関連を付けようとするものである。本研究
では３つのタイプを見つけ，それぞれにおける社会科
授業構成における原理と特質を解明し，いわゆる教育
現場における社会科授業構成の現実的可能性を探求す
るものである。
　１つ目が，福山市立曙小学校を事例にした，地域の
教材と知識の構造図を活用した社会科授業づくり（池
野・金・福井，2012）。２つ目は，福山市立道上小学
校を事例とした，話し合い活動を活用した問題解決学



福井　駿・金　寶美・池野範男

― 108 ―

習を進める社会科授業づくり（金・福井・池野，
2013）。３つ目は，本稿で取り上げる，福岡市立赤坂
小学校を事例とした，地域の人物を取り上げ，聴き合
い活動を用いた社会科授業づくり，である。
　本稿では，３つ目のタイプとして福岡市立赤坂小学
校を事例にしてその社会科授業づくりを究明する。そ
の特質を先取りして示すと，３つある。
　第一は，各単元において適切な地域の人物を常に取
り上げることである。社会科の学習を，子どもたちが
生活している地域の学習として組織するために，地域
の中から鍵となる人物を取り上げ，対象となることに
関してその人がどのような活動をしているのか，その
理由やわけを探求するように社会科授業づくりを構成
する。
　第二は，学習課題に対する複数の考えを提示し，子
どもたちが，これまで考えられなかったことを考える
ようにしていることである。複数の考えは，異なった
考えや対立する考えを示し，自らの考えと比較したり，
問い直したりするために用意される。違った考えを２
つ以上示すようにして，よりよいものを追究する社会
科授業にしようとする。
　第三は，子どもたちがお互いの意見を聴き合う活動
を重視し，証拠と根拠を示し，お互いの考えを聴くこ
とに重きをおいた「聴き合い活動」をすすめているこ
とである。この「聴き合い活動」は，他者の考えを聴
き入り，知ることによって，一人ひとりの考えを肯定
的に受け入れ，一人ひとりの考えを大切にする。それ
により，子どもたち全員の考えを尊重することを目指
している。常に社会に関して異なる意見を考えだし議
論し，自らの意見を示すことができることを保証しよ
うとしている。
　これら３つの特質を持った福岡市立赤坂小学校の社
会科授業研究とその開発を取り上げ，社会科単元開発
の事例分析を通して，社会科授業づくりの原理と構造，
その課題を明らかにしたい。

１　福岡市立赤坂小学校の社会科授業
研究

　赤坂小学校は，1953年の開校以来，福岡市における
教育推進校として多様な研究に積極的に取り組み，特
色ある学校づくりを推進してきた。その長い取り組み
のなかで一貫して目指されてきたことは，子ども自身
が自分の課題をもち自分にとって価値ある学びを展開
することであった。この課題に対して，学校で独自の
カリキュラムを開発し，実践し，評価し，より子ども
が主体的に学べるカリキュラムへと改善していく，学

校カリキュラムの創造を主な研究活動としてきた。ま
た，国際理解教育カリキュラムも積極的に開発し，提
示している。
　特に，2003年からは子どもの主体的な学びを生み出
すことを目指した研究を進め，そのために，具体的な
手立てとして，聴き合い活動とポートフォリオ評価を
取り入れ，それらを中心にした各教科での単元開発を
積み重ねてきている。
　聴き合い活動とは，聴くという行為に主眼をおいた
話し合い活動のことである。赤坂小学校では，「A君
が◯◯と考えたのはなぜだろう」，「A君と B君の違
いはどこにあるのだろう」というように考えの違いに
着目させ，友たちの考えを理解しながら自分の考えを
見直したり，友たちの考えのよさに気づいたり，自分
の考えに自信を持ったりすることができるような聴き
合いをするように指導している（赤坂小学校，
2008a：9）。
　ポートフォリオ評価は，これまでの学習の足跡や，
自分の考えの変容を蓄積したものを活用する評価活動
の１つの方法である。赤坂小学校では，ポートフォリ
オ評価を導入することにより，子どもの成果物や自己
評価カードなどを蓄積，活用し，教師が子どもたちの
学ぶ意欲や思考，判断，表現などを含む学力の全体像
を総合的に捉える多面的・総合的な評価を行なうと同
時に，子どもたちが自分の学びを振り返り，これまで
の学びを新しい学びに活用するようにしている（赤坂
小学校，2008a：12-17）。
　現在の赤坂小学校は「21世紀をたくましく生きるた
めの豊かな英知と豊かな心を持った児童の育成」を教
育目標にしている（赤坂小学校，2008a：5）。「豊かな
英知」と「豊かな心」というものは，「豊かな学び」
として実現される（同）。豊かな学びを子どもたちが
つくりだすことを目指し，学校の研究を進めている。
それが学校を基盤としたカリキュラム開発であり，単
元単位でデザインされ，その集合として，学校カリキュ
ラムを作り出している。この単元単位でデザインされ
た学習が赤坂小学校における子どもの主体的な学びを
生み出し，改善する基盤となっている。
　赤坂小学校における社会科授業研究は，この主体
的な学びのカリキュラムを創造する中に位置づけら
れる。社会科での研究目標は，「子ども一人一人の社
会的な見方・考え方を深め，考える力を育てる」こと
であり，その創造を通して，社会科学習指導を改善し，
「豊かな学びをつくる子ども」を育成することである
（赤坂小学校，2008a：63）。子どもたち一人一人が持っ
ていたり獲得したりする社会的な見方 ･考え方をより
深いものにし，その過程で社会について考える力を育
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てようとしているのである。
　そのために，地域の人物と聴き合い活動を中心的に
活用して，現在の市民に必要とされる人や社会とかか
わり，社会的な見方 ･考え方の発展・深化を図り，考
える力を養う単元を開発し，蓄積している。以下では，
第３学年と第６学年の単元を事例にして，赤坂小学校
が社会科授業づくりをどのように進めているのか，ま
たその基本原理と特質，課題はどのようなものかを明
らかにしたい。

２　赤坂小学校の社会科授業づくり

（１）第３学年単元「博多の心を届けるにわかせんべ
い〜工場でつくられるもの」の場合

　まず，第３学年の単元「博多の心を届けるにわかせ
んべい〜工場でつくられるもの」（赤坂小学校，
2008a：69-74）を例として取り上げる。その指導計画
は，資料１のように示されている。本単元は10時間の
教室での授業と２時間の見学からなる，計12時間の単
元である。博多にわか煎餅とは，博多に伝わる話芸の
伝統芸能である‘博多にわか’のために使われるお面
を模して作られた煎餅で，福岡の銘菓である。
　本単元のタイトルにあるように，にわか煎餅は博多
の心をとどけるものとして，考えられている。このタ
イトルには，にわか煎餅は商品であるとともに，伝統
品でもあるという社会的な見方・考え方への発展，深
化を図ることが意図されている。

①単元のねらい
　本単元は「自分たちの生活を支える福岡市の生産や
販売について，その仕事の特色や他の地域とのかかわ
りなどを見学・調査したりして調べ，それらの仕事に
携わっている人々の工夫や他地域とのつながりを考え
るようにすること」（赤坂小学校， 2008a：69) がねら
いである。これは地域の生産や販売について， 見学・
調査などを通して調べ，人々の工夫 や他地域とのつ
ながりを考えるようにする，とされている小学校社会
科学習指導要領第３学年の内容の一つに従ったもの
である。
　この学習指導要領の示す内容は，地域の生産や販売
という調査や理解の対象を指示している一方，子ども
たちがどのように考えを深めていくのかに関しては，
示していない。そのため，多くの小学校で，地域の生
産や販売の調査や理解そのものをねらいにした学習が
生み出される。身近な工場や商店を見学させ，調べた
ことを発表する学習や，そこで知った人々の願いやお
もいを子どもたちなりに理解するような学習である。

　赤坂小学校の本単元は，この学習指導要領に従った
調査や理解を主に学習の内容を示したものであると定
めているところに特徴がある。
　本単元の目標は，次の目指す子どもの姿に示される
（赤坂小学校，2008a：69）。

○福岡の銘菓であるにわか煎餅を作り続ける高木さ
んの姿を通して，福岡市の生産や販売の様子に関
心をもち，それらと他地域とのかかわりなどを意
欲的に調べることができる。（意欲・関心）
○福岡市の生産や販売の様子について，見学したり，
資料を調べたりして，事実をもとに追究・整理し，
フリップなどの表現物をもとに効果的に聴き合う
ことができる。（学び方）
○にわか煎餅工場の見学や聴き合い活動を通して，
工場の人々の努力や工夫が自分たちの生活に結び
ついていること，広く他地域ともかかわりがある
ことを理解することができる。（認識）

　それは，このような調査や理解は聴き合い活動とい
う独自の学習の方法と一つになって，はじめて目指す
学習になるということを示している。
　学習の方法である聴き合い活動は，自らの考えを再
構成することを目指している。「考える」ことを，「自
らの考えを再構成すること」に実質化する。本単元では，
学習指導要領の示している内容に従いながらも，聴き
合い活動と結びつけることで，学習指導要領が不十分
にしか示していない部分を独自に発展させているとい
えよう。それは，赤坂小学校が，社会科全体で，現在
の市民に必要とされる人や社会とかかわり，考える力
を養うために，独自に発展させているところである。

②指導計画
　本単元をどのように指導しようと計画されているの
かを見ていこう。赤坂小学校ではいずれの単元も，つ
かむ，さぐる，あらわす，の３つの段階に分けられて
いる。本社会科単元も資料１のように，この３つの段
階で組織される。
　まず，つかむ段階（３時間）である。この段階は，
事実に出会い，学習問題を作ることである。にわか煎
餅の箱を見て，子どもたちが関心を持つところから始
まる。福岡の子供たちにとって，にわか煎餅というお
菓子は非常に身近な題材であり，その生産・販売にも
うまく興味をもたせることができる。子どもたちはそ
のままでも，にわか煎餅はいつ，だれが作ったのだろ
うのような，にわか煎餅の生産・販売に関する疑問を
持つだろうし，喜んで調べ学習をするだろう。
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資料１：第３学年「博多の心を届けるにわかせんべい」
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　しかし，本単元では子どもたちの興味のまま，調べ
学習をさせるのではなく，まず，にわか煎餅を作り続
けてきた高木雄三さんのお話を聴かせる。その上で子
どもたちに高木さんはどのような思いで，にわか煎餅
を作り続けているのかを考えさせる。高木さんのにわ
か煎餅の生産と販売に対する見方・考え方を学習の主
題にするのである。
　地域でこのにわか煎餅を作り続けている高木さんを
取り上げるのは，商品としてのにわか煎餅と，生産品
としてのにわか煎餅をつなぐ，生産者を具体的に示し，
その人物を通して，その生産の意義を追究するためで
ある。さらに高木さんという身近な人物のお話を聴く
ことで，追究する意欲や関心を高めるとともに，地域
社会の事実と関わる追究を続けるいくつかの新たな視
点を見つける。
　教師は視点を変えた質問をするなどの補助をしなが
ら，いくつかの感想が出るようにする。そうして違う
感想が出てきたところで，あらためて「高木さんがこ
だわりを持ってにわか煎餅を作り続けているのはなぜ
だろう」と問いかける。子どもたちは自身の学習経験・
生活経験から予想し，それぞれ図１のような考えマッ
プに自分の予想と根拠を記入する。

図１　考えマップ（高学年）（2008a：64）

　考えマップは子どもたちなりの経験に基づいたにわ
か煎餅の生産や販売に対する見方・考え方であり，学
習の出発点となる。
　そこで，一回目の聴き合い活動をする。この聴き合
い活動はクラス全体で行われ，「高木さんがこだわり
を持ってにわか煎餅を作り続けているのはなぜだろ
う」という問い（学習問題）を作る。この問いに対し
てのそれぞれの予想と根拠を聴き合うことによって，
学習問題に対する予想には，いくらかの相違点があり，
大きく２つの予想があることに気づかせる。それを二
つの考え，A「博多にわかのよさを伝えていきたいか
ら高木さんはにわか煎餅を作り続けている」，B「地
元で取れたものを使い，たくさんの人においしいもの

を届けたいから高木さんはにわか煎餅を作り続けてい
る」にまとめる。二つの考えにまとめ，どちらがより
良いのかを問題とすることによって自分の考えを相対
化させ，にわか煎餅の生産と販売について，自分はど
のように考えることができるのかという学習問題を子
どもたちにつかませる。
　次は，さぐる段階（５時間）である。さぐる段階は，
学習問題に対して自分の予想をもち，追究することで
ある。この段階では，にわか煎餅の生産と販売につい
て，子どもたちそれぞれが自分の考えからにわか煎餅
の生産や販売について調べる。使う手段は，工場見学・
インターネットなど，様々なものがある。教師は，に
わか煎餅の工場に連れて行き，見学させる。直接見る
ことが可能な事実，例えば煎餅の焼き上げの工程や出
荷準備の様子を見せる。また，インターネットを使い，
様々な幅広い事実，例えば博多銘菓の売上げランキン
グなどがあることを見せる。
　その上で，自分の考えの根拠となる事実を中心に集
めさせる。例えば，博多にわかのよさを伝えていきた
いから高木さんはにわか煎餅を作り続けている，とい
う考えAの証拠となるような‘にわか煎餅を生産し
ている会社はにわか振興会とつながりがある’という
事実を調べる。子どもたちが調べるのを終えると，二
度目の聴き合い活動をする。そのために，それぞれが
調べた事を図２のような形式のフリップに整理して，
自分の考えを証拠と結びつける形でまとめる。

図２　フリップ（2008a：64）

　このフリップを使って，同じ考えのグループでお互
いに調べてきたことを聴き合い，ほかの子どもの意見
を取り入れ，自分の考えマップ，フリップを作りなお
す。このようにすることによって，子どもたちの調べ
たものは，ただの事実ではなく，自分の考えの根拠と
して取り扱われる。そして，互いに聴き合うさいに，
同じ構造をしているフリップをつかって聴き合いをす
ることによって，自分の考えを裏付けるための根拠と
して何を取り入れるかを他人と比較することができる
ようになる。子どもたちは，聴き合い活動を通して，
フリップをつくり，自分の考えを作り出すとともに，
考えマップを作り変え，新たな自分の考えに発展させ，
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自分の考えの証拠となる事実やその事実を表す資料を
吟味することができるようになるのである。
　最後は，あらわす段階である。この段階は，探る段
階での追究にもとづき，三度目の聴き合い活動をし，
単元を振り返る。三度目の聴き合い活動は，全体とグ
ループの両方で行われ，２つの考えの共通点を探すた
めに行われる。２つの考えは，確かに違う所に焦点化
してはいるが，「地域の特色を生かした生産と販売」
という共通した点を持っており，この共通点からみる
と，どちらの考えも対立するものではないことに気づ
かせる。２つの考えの共通点からみれば，自分の学習
問題の答えに，違う考えを含んで，再度学習問題の答
えを作ることができる。そして，単元の締めくくりと
して，「福岡市の工場で作られるもの」という作文を
書き，本単元の結果として考え直した学習問題への答
えを書くことで，単元の学習を終える。

③第８時の展開
　本単元のハイライトとなる，第８時（見学２時間を
含め）の展開を取り上げ，学習指導の詳細を考察する。
この考察では，社会的な見方・考え方を再構成すると
はどういうことであるかを検討しよう。
　第８時は，これまでの学習を振り返りながら，本単
元の学習問題「高木さんがにわかせんべいを作り続け
るのはどうしてだろう」と，学習問題に対するA「博
多にわかのよさを伝えていきたいから高木さんはにわ
か煎餅を作り続けている」，B「地元で取れたものを
使い，たくさんの人においしいものを届けたいから高
木さんはにわか煎餅を作り続けている」という２つの
考えを確認することから始められる。そして２つの考
えのグループの代表者一人ずつが，それぞれの考えと
根拠が整理されたフリップを使って発表し，クラス全
員でそれを聴く。意見の違う発表を聞き，相手の考え
のどこが違うのか，どんなところが納得できるかを発
表しあう。それを通して，２つの考えの共通点「地域
の特色を大切にしながら，にわか煎餅を作っている」
をクラス全員で探す。共通点をクラスで共有できたと
ころで，違う考えの混じった少人数のグループ（集団）
に分かれ，聴き合い活動を続ける。そこでは，子ども
たち全員が自分の考えをまとめたものを発表し合う。
最後に聴き合い活動をもとに，自分の考えを改めて，
作文の形で表現する。
　本時のはじめに，子どもたちはAか Bかどちらか
の考えと，それにもとづいて自分たちで調べた根拠を
整理したフリップを持っている。これはその時点での
子どもたち自身の社会的な見方・考え方であるとみな
すことができる。また，子どもたちは，ここまでの聴

き合い活動で，自分の考えとその根拠は何なのか，を
自分で表現できるほどに整理してきている。そこで，
子どもたちは，自分の考え方と違う考え方の共通点を
探ろうとすることにより， Aと Bのフリップの共通
点である「地域の特色を生かした生産と販売」という
社会の見方・考え方を発見することになる。この見
方・考え方を発見し，改めて自分の考えを整理するこ
とによって，子どもたちは，もともとのAか Bのど
ちらか見方・考え方から，それらを含みこむような新
しい見方・考え方を作ることができるようになる。こ
のようなプロセスによって，子どもたちは社会の見
方・考え方を再構成することができるようになるので
ある。

④特質と課題
　第３学年の「博多の心を届けるにわかせんべい〜工
場でつくられるもの」の指導計画と本時の展開を検討
してきた。
　この単元から，次のような６つの特質を示すことが
できる。第一は，高木さんのような，地域の人物のお
話を教材にすることである。地域の人物は，自分自身
の目で社会を見ており，そのお話は単なる事実の集合
や，科学的な理論なのではなく，一つの社会的な見方・
考え方である。にわか煎餅という，子どもたちになじ
みのあるものと社会的な見方・考え方を結び付け，考
える材料にすることである。第二は，高木さんのお話
が一つの社会的な見方 ･考え方であったように，社会
科授業において，教師が子どもたちとともに，考える
のは，この社会的な見方 ･考え方であり，それを複数
示し，相違点とともに，共有点，合意点を見いだすこ
とで，一人一人の子どもたちの社会的な見方 ･考え方
を深め発展させる。第三は，聴き合う活動である。そ
の考えの代表者の考え，グループでのそれぞれの考え
を発表するのではなく，特定の考え，例えば，A「博
多にわかの伝統をつたえていきたい」という考えを一
人一人が代表者から，あるいはグループの一人から聴
く。それも，考えマップに基づいたフリップに示され
るように，根拠とその資料（データ，証拠）のセット
で説明されることを聴き，その説明を繰り返したり，
不明やわからないことをただしたりするのである。第
四は，そのために，教師は，事前に取り上げる教材（に
わか煎餅）と人物から引き出せる考えを複数用意す
る。そのため，「事実に支えられるもの」，「社会背景
が見えるもの」，「追究の意欲がもてるもの」，「追究の
見通しがもてるもの」，「追究の方法が分かるもの」の
５つを設定条件としてあげている（赤坂小学校，
2008a：65）。第五は，教師が複数の考えを共通化，共
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有化できる見通しをもっていることである。考えや根
拠を説明する中で，２つの考えににかよっているもの
がある，と子どもたちが見つけることができる見通し
を予め持っていることである。第六は，その結果，新
たな社会的な見方 ･考え方へ深めたり，発展させたり
できる学びの学習になっていることである。
　これら六つの特質は，赤坂小学校の社会科が，「子
ども一人一人の社会的な見方 ･考え方を深め，考える
力を育てる」という目的を実現するためのものである。

（３）第６学年単元「川上音二郎からのぞく自由民権
運動〜明治維新から世界の中の日本へ」の場合

　次に，第６学年の歴史単元「川上音二郎からのぞく
自由民権運動〜明治維新から世界の中の日本へ」（赤
坂小学校，2008a：87-92）を事例として取り上げ，赤
坂小学校の社会科授業にどのようなヴァリエーション
があるかを示す。それを通して赤坂小学校の社会科授
業の可能性と限界を示したい。

①単元のねらい
　本単元は，「川上音二郎の「オッペケペー節」を通
して，明治政府の政策に対する人々の思いや願いをと
らえるとともに，自由民権運動の広がりが近代国家と
しての社会の仕組みである憲法発布につながっていっ
たことを理解すること」をねらいとしている（赤坂小
学校， 2008a：87）。これは，第３学年の単元と同じく，
小学校社会科学習指導要領の内容に従ったものであ
る。また，これを学習の内容を示したものとし，子ど
もたちが考えを再構成しながらこの内容を理解するこ
とをねらいとしていることも第３学年と同じである。

②指導計画（本時の展開）
　指導計画（本時の展開）は，資料２のとおりである。
他の社会科単元と同じく，つかむ，さぐる，あらわす，
の３つの段階に分けられている。それぞれの段階で，
聴き合い活動をすることによって，川上音二郎の「オッ
ペケペー節」が人々の間で大流行した理由に迫ってい
く。本単元では，考えA「明治政府の行った政策によっ
て，人々の生活が苦しくなり，批判が高まったから」
と考えB「文明開化によって，人々の間に欧米の新し
い考え方が広がり，言論による運動が高まったから」
が用意され，子どもたちはこれら二つの考えに分かれ
て互いの考えを聴き合う。そして互いの考えには，「そ
もそもより良い社会を願う気持ちがあった」という共
通点がある。この共通点を見つけることによって，子
どもたちは考えA，Bどちらかの考えを，両方を含ん
だ考えに再構成することができる。

　本単元は，歴史的な内容の学習も，歴史をどのよう
にみるかという社会的な見方・考え方の学習として取
り扱われている。子どもたちの考えが再構成されるよ
うに組織化されている。
　小学校社会科の歴史的な内容の学習は，歴史上の人
物のねがいや思いを理解することで終わる学習となる
ことが多いが，本単元は，歴史をどのようにみるかと
いう社会の見方・考え方の学習の中に，歴史上の人物
のねがいを理解することを位置づけることによって子
どもたちは，歴史に対する考えを再構成する学習をす
ることになる。
　赤坂小学校の社会科授業においては，どのような学
習の対象であろうが，それを見方や考えとして扱えば，
それを再構成することによって，考えを深めることが
できると考えられているのである。
　第三学年の単元と大きく違っている点もある。地域
の人物の使われ方である。本単元では，さぐるの段階
で，福岡市総合図書館の野口さんから，当時の社会の
動きや人々のようすについての話を聴く。第三学年の
単元では，つかむの段階で地域の人物の話が教材とし
て活用されていた。この違いは，想定されている子ど
もたちの力の違いによると思われる。

③特質と課題
　本単元では，子どもたちは，川上音二郎の「オッペ
ケペー節」が大流行したということに関心を持ち，学
習問題を作る際に，地域の人の話は使われない。子ど
もたちは，川上音二郎の「オッペケペー節」に関する
事実をばらばらに調べるのではなく，それをどのよう
に見るのか，考えるのかを中心に学習する。６年生に
なればこのことが自然にできると想定されているので
ある。６年の歴史単元における地域の人物の話は，学
習の対象そのものとなるのではない。川上音二郎の
オッペケペー節の流行という学習の内容に関する社会
（歴史）的見方・考え方の一つとして提供される。子
どもたちのもっている，あるいはもち始めた社会（歴
史）的見方・考え方とその根拠の構造は異なった，社
会（歴史）的な見方・考え方とその根拠の構造として
提示される。このような提示によって，より多面的で
多様な社会（歴史）的な見方・考え方に触れ，自らが
考えるものを深めたり発展させたりできる，学習の発
展・深化のヒントとなるように使われている。
　しかし，社会的な見方 ･考え方の取り扱い方には，
問題もある。第６学年の単元を見て，より明らかにな
るのは，赤坂小学校の社会科授業づくりでは，相反す
る，あるいは，完全に対立する社会的な見方 ･考え方
を取り扱っていないことである。この単元では，「そ
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資料２：第６学年「川上音二郎からのぞく自由民権運動」
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もそもより良い社会を願う気持ちがあった」のような
共通点から，歴史の解釈を多面的に，多様に広げてい
る。しかし第６学年までをとおして，対立した，ある
いは相克するような歴史解釈を取り上げ，子どもたち
に選びとらせるという場面は存在しない。
　現実社会では，相反する理解から一方を選びとって，
行動をしないといけない場合が多い。このような現実
の社会において求められている決定する力を赤坂小学
校の聴き合い活動では，十分に育てることができてい
ない。これは，義務教育の最終段階の中学校社会科の
役割だと暗黙に理解されているようである。

３　赤坂小学校社会科授業づくりの基
本原理と課題

　赤坂小学校の社会科授業づくりは，事例として取り
上げた第３学年の「博多の心を届けるにわかせんべい
〜工場で作られるもの」，第6学年の歴史単元「川上音
二郎からのぞく自由民権運動〜明治維新から世界の中
の日本へ」のように，子ども一人ひとりの社会的な見
方 ･考え方を深め，考える力を育てることを目指して
いる。単元全体を通して，子どもたちの考えを成長さ
せるプロセスとして構成し，初めに持っていた考えを
より深く根拠のあるものに作り変えることが基本の学
習となっている。その社会科授業には，大きく３つの
原理が働いていると考えられる。
　第一の原理は，社会科授業の目標設定に関わる原理
である。学習の過程をとおして，当初の考えをより根
拠のあるもの，あるいは発展的なものに変えて，社会
的な見方・考え方を作り変えていくことを目標として
いる。そのために，地域の人物のお話を教材にして，
単元をとおして社会的な見方・考え方を学習の対象と
する。地域の人物は，自身の目で社会を見ており，そ
のお話は単なる事実の集合や，科学的な理論ではなく，
一つの社会の見方・考え方となっている。未修の学習
内容に対して，子どもたちが詳細な事実を知ることや，
科学的な理論を持つことはまれであるが，子どもたち
なりの経験に基づいた社会的な見方・考え方は持つこ
とができる。学習の出発点で，それぞれの子どもが経
験的に持っている考え，あるいは地域の人物のお話に
示される考えを持つことになる。学習する対象を社会
の見方・考え方とすることによって，学習の目標を子
どもたちの考え（社会的な見方 ･考え方 ) を成長させ
ることに設定することができる。
　第二の原理は，学習方法，学習活動の原理に関わる
原理である。二つ以上の違った見方・考え方を用意し，
それを聴き合うことである。単元のめざすところは，

子ども一人では獲得することのむずかしい社会的な見
方・考え方の獲得である。そこで，この到達地点を共
通に持っている２つの違った見方・考え方（考え）を
用意する。そして，共通点に注目して，２つの考えを
再構成すれば，到達地点である社会的な見方・考え方
は，一つの考えからの深まり，もしくはもう一方の考
えからの深まりの地点として位置づけられる。獲得す
べき社会的な見方・考え方を１つのものとして捉え，
それを追究する場合のような一直線型の学習とはちが
い，到達地点へとたどり着くまでの間に，自己の見方・
考え方を広げるプロセスが十分に保証された学習に
なっていることである。
　第三の原理は，教材構成に関する原理である。聴き
合い活動のために，それぞれの考えの根拠となる事実
や資料をある程度，設定することができる。２つの考
えのよさや共通点を見つけるためには，考えを整理し
て互いに比べることができるようにしなければならな
い。聴き合い活動では，考えとそれを支えるいくつか
の根拠をまとめた構造を作り，それを比べる事をさせ
る。そのために２つの考えを支える事実や資料を設定
し，考えを根拠づけるという構造を枠組みとして示
す。その枠組の中で，子どもたちは自分の調べて来た
根拠を加えて，自己の見方や考え方を整理する。モデ
ルとしての考え－根拠の構造を示すことによって，子
どもたちが考え－根拠の形で，考えを比べることを保
証する。
　これら３つの原理にもとづいた赤坂小学校社会科授
業づくりは，地域の人物と，聴き合い活動を使って，
単元全体を子どもたちの考えが成長するプロセスとし
て構成する。地域の人物はただ子どもたちの興味を引
くのではなく，学習の内容を一つの社会的な見方・考
えとするものである。聴き合い活動は，活動そのもの
が目的である“話し合い”や“発表”ではなく，２つ
の考えを考え−根拠という形で比べさせることを通し
て社会的な見方・考え方を再構成するという構造を
持っているものである。

４　教育現場の社会科授業づくり研究
の総括

　本連続稿では，教育現場で社会科授業づくりを研究
し，それぞれの学校の社会科授業構成研究を進めてい
る３つの小学校を取り上げた。１つが，福山市立曙小
学校。この学校は，地域の教材を開発しながら，知識
の構造図を用い，教育内容の構造化を果たし，教育指
導の高度化を果たしている。２つが，福山市立（旧神
辺町立）道上小学校。教育内容の構造化も図るが，主
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として，教育方法，とりわけ学習過程の構造化を進め，
つきつめる過程を重要視している。その過程で，子ど
もたちの考えを高めたり，深めたりしようとする。３
つは，福岡市立赤坂小学校。社会に対する考えを作り
出したり，深めたり，発展させたりして，社会的な見
方・考え方を育てることを目指す。そのために，地域
の人物のお話を活用し，聴き合い活動を準備する。聴
き合い活動は，考えマップとフリップと併せ持って，
１つの活動をなしている。特に，社会科授業では，社
会的な見方 ･考え方を深め発展させる重要な働きをし
ている。
　これら３つの学校の共通点は，いずれの学校も，地
域の視点をどこかに組み込み，地域と結びつけて社会
科授業を構成していることである。曙小学校は，地域
の社会構造を教材そのものとして，道上小学校は，地
域の問題を教材における課題解決として，また，赤坂
小学校は，地域の人物のお話を社会的な見方 ･考え方
の出発点として，それぞれ地域の教材を活用し，社会
科授業を子どもたちの生活と結びつけ，現実性（リア
リティ）を保持している点に特質を持っている。
　一方，異なる点は，曙小学校と道上小学校は，主と
して，社会認識の形成に，主眼を置いた社会科授業を
構想しているのに対して，赤坂小学校は，子どもたち
の一人一人の考え（社会的な見方 ･考え方）の深化 ･
発展を重視し，その育成を図っている。これらは，社
会科教育観において異なっている。社会科が社会認識
を通して市民的資質を育成するという古典的定義に従
うと，３校とも定義内に存在しているが，曙小学校と

道上小学校は，認識重視，赤坂小学校は資質重視と，
社会科の目標間において異なっている。
　このような相違は，全国的な傾向ではないかと想定
しうる。しかし，古典的な定義を超えるものをめざし
た社会科授業づくりを進めている学校も存在するだろ
う。そのような学校の発掘を次の課題にしたい。
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